
2024 年度を振り返っての学生生活アンケート 

※記名式調査 

 実施日 対象者数 有効回答数 回答率 

1 年生 2025 年 4 月 2 日 103 93 90.3% 

2 年生 2025 年 1 月 6 日 99 92 92.9% 

3 年生 2025 年 1 月 6 日 93 91 97.8% 

4 年生 2025 年 1 月 10 日 90 87 96.7% 

5 年生 2024 年 12 月 13 日 98 89 90.8% 

6 年生 2025 年 1 月 28 日 99 73 73.7% 

 

B.学生の自己評価・自己分析 
１．対面でのコミュニケーション 

２．電話でのコミュニケーション 

３．メールでのコミュニケーション 

４．礼儀作法・挨拶 

５．SNS におけるマナー 

６．期日やルールを守る（時間管理も含む） 
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７．処理能力 

８．ケアレスミスの多さ 

 

９．努力型か才能型か 

10．模倣性か創造性か 

11．得意な問題パターン 

 

12. この 1 年で自分が一番成長したと思う点 
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やや高い やや低い 低い 

やや少ない やや多い 多い 

高い 

少ない 

努力型 
どちらかというと 
努力型 

どちらかというと
才能型 

才能型 

模倣性 
どちらかというと 
模倣性 

どちらかというと 
創造性 創造性 

単純問題が得意 どちらかというと 
単純問題が得意 

どちらかというと 
応用問題が得意 

応用問題
が得意 



13. 12 で回答したその要因について 

 

 

 

  

【カリキュラム評価委員会戦略部会からのコメント】 

学生の自己評価・自己分析は昨年と大きな違いはほぼない。6 年生の「学力・知識」が一番成長し

たと思う割合が過去最も高く、結果は国試の合格率にも表れている。 



C.生活全般について 
１．クラブ活動について 

・クラブ、サークル活動をしていましたか 

 

 

・役職についていましたか 

 

・1 週間当たりの平均活動時間 

 

２．アルバイトについて 

・アルバイトをしていましたか 

  

（時間） 



【カリキュラム評価委員会戦略部会からのコメント】 

生活全般について昨年度と大きな差異はなく、多くの学生が健全で充実した学生生活を送ってい

ると考えられる。アルバイトの目的として「学費」を挙げる者が過去最も少なく、奨学金や授業

料減免等の経済支援が功を奏していると考えられる。 

・アルバイトの業種 

 

・1 週間当たりの平均アルバイト時間 

・アルバイトの時間帯（複数回答） 

  平日 休日 

22 時～9 時 9 時～17 時 17 時～22 時 22 時～9 時 9 時～17 時 17 時～22 時 

1 年生 5 10 76 4 36 44 

2 年生 4 5 81 4 37 37 

3 年生 6 6 77 4 45 36 

4 年生 8 11 71 7 43 38 

5 年生 6 7 63 6 34 23 

6 年生 5 7 46 3 21 23 
 

・アルバイトの目的（複数回答） 

 学費 娯楽 クラブ・

サークル 

生活費 貯蓄 その他 

1 年生 4 60 24 19 41 10 

2 年生 8 54 22 25 34 5 

3 年生 9 63 25 26 33 5 

4 年生 7 60 25 19 21 5 

5 年生 5 60 24 26 22 7 

6 年生 3 37 14 24 14 1 
 

 
 

  

（時間） 



D.この 1 年間の大学教育について 
・最もよかったこと（上位 3 つ） 

1 年生 1 回生のうちから専門科目が

あった、病院での実習があっ

た(30) 

授業が分かりやすい、楽し

い、質問対応がよい(10) 

図書館やグル学などの勉強

スペースが整っている(5) 

2 年生 解剖実習は学びが多く有意

義であった (36) 

充実した実習を体験できた

(9) 

臨床につながる学習が昨年

より増えた(7) 

3 年生 修業実習で基礎研究に触れ

た (41) 

実習が多く実践的な知識が

身についた(9) 

早期臨床実習 3(6) 

4 年生 臨床スターター実習が実践

的でとても楽しかった(31) 

臓器別講義で医学知識が身

についた(16) 

専門性のある経験に触れる

機会がたくさんあった(4) 

5 年生 ユニット型 CC がとても充実

しており、様々な経験ができ

た(53) 

多くの先生方が学生に対し

て熱心に指導をしてくださ

った(9) 

実際の患者さんに接する機

会が多かった(5) 

6 年生 選択型 CC で現場の業務に近

い実習をさせてもらえた(17) 

生徒の自主性に任せてくれ

た(16) 

外病院で実習できた(12) 

 

・最も悪かったこと（上位 3 つ） 

1 年生 特になし(15) 英語のクラス差が大きい、課題負担が

大きい(10) 

キャンパス移動が負担(8) 

分かりにくい授業があった(8) 

2 年生 特になし(33) テストが多い、難しい、合否発表が遅

い、試験期間の偏り（16） 

解剖実習の期間が短い、20 時まで

ある、解剖の前に試験がある(8) 

3 年生 特になし(28) 試験が難しすぎる、再試験者数が多す

ぎる、試験日程が厳しい(26) 

ウイルス学・寄生虫学が難しい、

分かりづらい(5) 

4 年生 特になし(51) 試験が多い、日程が過密である、同一

日に四つある(9) 

配布資料にないレジュメを使って

説明する、資料が DL できない、

動画を視聴できない(4) 

5 年生 特になし(41) 予定が分かりにくい、間違ったスケジ

ュールが周知されたり周知が直前に

なる(6) 

手術見学で何も説明して貰えない(6) 

エレベーターが遅い(5) 

6 年生 特になし(66) グループ学習室が少ない(4) 電気が暗いなど学生に対する設備

が悪い(3) 

 
 

【カリキュラム評価委員会戦略部会からのコメント】 

各学年とも、特色あるプログラムが好評を得ており、充実した教育プログラムが提供できている

と考える。最も悪かったこととして各学年とも「特になし」が 1 位となっているが、毎年同様の

不満が挙がっており対策が望まれる。 


